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図7　地点別の気中濃度（グリホサート）（続き）
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参考図　調査期間中の降雨量（mm）

図8　散布区域内におけるその他土壌中濃度及び植物体中濃度（グリホサート）
（上：湿重量ベース、下：乾重量ベース）
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［まとめ］ 

 １．飛散量調査 

飛散量は、ライン北側では 1m 地点で、東側及び南側は 1m 地点及び 5m 地点で、西側

は 1m 地点、5m 地点、及び 10m 地点でミストの飛散が確認された。 

散布区域外で飛散が確認された理由は、以下の①、②が考えられる。 

①散布時（11:20～11:40）に風が比較的強かった（平均風速 0.9～1.8m/s、最大瞬間風

速 4.5～5.4m/s）。 

②通常ノズルを使用したため、粒子径（1.5MPa 時の平均粒子径 40μm4））が飛散低減

ノズルと比較して小さく、飛散が起こりやすかった。 

２．気中濃度（グリホサート）調査 

気中濃度は散布直後が最も高く、その後、経時的に減少した。 

気中濃度は、風況の影響を受けている可能性がある。特に散布直後は、風下側で濃度

が高かったことから、その可能性が高いと考えられる。 

なお、感水紙調査結果（表 4）によれば、散布区域外にも飛散がみられるものの、散

布区域外の被覆面積率（0～14.4％）は、散布区域内の被覆面積率（35.7～40.1％）より

も明らかに低かった。また、写真 3 によれば、散布 14 日後には散布区域内の草が全面的

に枯れた状態になっていた。 

これらのことから、面積当たりの散布農薬の落下量は散布区域内の方が多かったが、

散布終了直後（気中濃度調査の採取時）に空気中に滞留していた粒子については、風の

影響を受け、散布区域外で散布区域内よりも多く捕集された地点があったものと考えら

れる。 

一方、経時的な気中濃度は、散布区域外において散布区域内よりも顕著に減少し、採

取高さ 1.5m において採取高さ 0.2m よりも顕著に減少する傾向があった。また、気中濃

度測定時の気温は、散布 1 日後が約 28～29℃、散布 3 日後が 27℃であり、天候はいずれ

も晴れであった。このことから、散布 1 日後及び散布 3 日後には、一度草や土壌に付着

し、その後揮散したグリホサートを捕集していることが考えられる。 

なお、揮散については、蒸気圧が大きく影響すると考えられる。理想気体の状態方程

式により、グリホサートの蒸気圧を濃度（μg/m3）換算すると下記のようになる。 

理想気体の状態方程式より、 

PV＝（w／M）RT･･･① 

  P：気体の圧力、V：気体の占める体積、w：気体の質量、M：気体の分子量、 

  R：気体定数、T：気体の温度 

①式を変形して、 

w／V＝MP／（RT）･･･② 

②の左辺をグリホサートの濃度 C（μg/m3）とし、 

右辺に以下の値を代入すると、 

 M（グリホサートの分子量）：169.1（g/mol）1) ＝169.1×106（μg/mol） 

 P（グリホサートの蒸気圧）：1.31×10-5（Pa）(25℃)1） 

 R（気体定数）    ：8.31×103（Pa・L/（K・mol））＝8.31（Pa・m3/（K・mol）） 

 T（温度）        ：298（K） 
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C＝169.1×106×1.31×10-5／（8.31×298） 

≒0.89（μg/m3）となる。 

これにより、散布 1 日後及び 3 日後の気中濃度（0.17μg/m3以下）は、揮散が要因

であると考え得る濃度であると言える。 

 

＜平成 20 年度調査結果との違いについて＞ 

平成 20 年度農薬飛散リスク評価手法確立調査（モニタリング調査）結果と相違が生じ

た要因として、以下の点が考えられる。 

散布方法の違い 

本調査においては、散布時に通常ノズル（液圧 1.5MPa、平均粒子径 40μm*）を使用

しているのに対し、平成 20 年度調査においては、飛散低減ノズル（液圧 0.3MPa、平

均粒子径 805μm*）及び飛散防止カバーを使用している（写真 5）。このため、本調査

においては平成 20 年度調査よりもミストが多く発生し、その結果、散布直後及び散布

当日午後に気中濃度の検出が多かったことが考えられる。 

 

*ノズルの平均粒子径：下記のメーカー資料による。 
     本調査：株式会社 ヤマホ工業株式会社 総合カタログ（No.16）p.12 

 （http://www.yamaho-k.co.jp/04/） 
     平成 20 年度調査：株式会社 麻場 ホームページ 

（http://www.asaba-mfg.co.jp/jpn/product/GRAPPER.html） 

    

写真 5 平成 20 年度調査 グリホサート散布状況 

 

風速の違い 

本調査の散布時及び散布直後には、風速が比較的高く、11 時 20 分～12 時 20 分の最

大瞬間風速は 4.5～8.5m/s（平成 20 年度の散布時及び散布直後の最大瞬間風速は 1.0

～2.2m/s）であった。 

そのため、散布されたミストの風による移動が起こりやすく、その結果、散布直後

に散布区域外で気中濃度の最高値が検出されたことが考えられる。 
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降雨の影響 

 平成 20 年度の調査では、散布１日後の午前中（7:00～11:00）に断続的に計 0.8mm、 

その後も散布 6 日後まで連日降雨（1 日当たり 0.2～13.8mm）があった。地上部植物体 

表面に付着していたグリホサート（アンモニウム塩）は、高い親水性（-3.7＞logPow5）） 

のため、雨水により表層土へ移行し、散布１日後以降も気中濃度として検出されなか 

ったのではないかと考えられる。 

 なお、本調査期間中（散布前日～散布 3 日後）において、降雨は観測されなかった。 

 

３．土壌中濃度（グリホサート）調査 

土壌中濃度調査（乾重量ベース）は、その他土壌（土壌試料のうち、2mm のふるい

を通過したもの）については、散布 7 日後の濃度が最も高かった。これは、散布 7 日

後の降雨（当日の、採取時までの降雨量は約 20mm）により、地上の草に付着していたグ

リホサートが地表面に付着、及び表層土に浸透したためであると考えられる。なお、そ

の後の濃度は経時的に減少した。一方、植物体（土壌試料のうち、2mm のふるい上か

ら小石等を除いたもの）については、散布 1 日後の濃度が最も高く、その後、散布 7

日後に微増した以外は経時的に減少した。なお、散布 13 日後の降雨量は調査期間中で

最多（約 85mm）であったが、翌日（散布 14 日後）の土壌中グリホサート濃度には、

この降雨による濃度の増減は認められなかった。この理由として、グリホサートは高

い親水性及び強い土壌吸着性を有することから、散布 7 日後までに地上部分から表層

へのグリホサートの移行はほぼ終了し、土壌に強く吸着されていることが考えられる。 

 なお、その他土壌中濃度（グリホサート）が最も高かった散布 7 日後から 14 日後ま

での 7 日間に濃度はほぼ半減（1.9μg/g-dry（散布 7 日後）→0.86μg/g-dry（散布 14

日後））しており、散布 14 日後から 32 日後までの 18 日間にさらにほぼ半減（0.86μ

g/g-dry（散布 14 日後）→0.40μg/g-dry（散布 32 日後））していた。これは、いず

れも文献 2)3)に記載されているグリホサート土壌中半減期の範囲（2～3 日 2)及び 16～

17 日 3)）にほぼあてはまるものであった。 
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【参考資料2】TENAX-TAによる添加回収試験 

  

 大気中のグリホサートの捕集方法については、「平成20年度農薬飛散リスク評価手法確立調査 

モニタリング調査結果報告書」において検討を行っており、以下の結果が得られている。 

・TENAX-TAにより大気中のグリホサートが捕集可能であること。 

・TENAX-TAにより捕集されたグリホサートの回収に問題がないこと。 

 そこで、本年度の調査では、平成20年度調査と同様の方法にて大気中のグリホサートの捕集及

び分析を実施した。ただし捕集法の同等性の確認のため、実試料の分析に先立ってTENAX-TAによ

る添加回収試験を実施した。 

 

TENAX-TAによる添加回収試験 

 ポリプロピレン製シリンジにTENAX-TA（60/80mesh） 0.5 gを充填し、ポリエチレン製フリット

で固定した後、グリホサート標準溶液（10 μg/mL）10µLを負荷した。次に、柴田科学製ミニポン

プ（MP-Σ500N）を用いて毎分2 Lの速度で30分吸引した後、グリホサートを抽出し、高速液体ク

ロマトグラフにて分析した。 

分析の結果、添加量に対する回収率は113%であり、平成20年度試験の回収率（109％）とほぼ同

程度の回収率が得られた。 
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